
ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
の
特
徴
と

新
た
な
活
用
の
方
法

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画

は
じ
め
に

野
生
生
物
の
分
野
に
お
い
て
、
注
目
を

集
め
て
い
る
調
査
機
材
が
あ
る
。
そ
れ
は

「ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
」
で
あ
る
。
ト
レ
イ

ル
カ
メ
ラ
と
い
う
言
葉
は
聞
き
な
れ
な
い

方
も
多
い
と
思
う
が
、
実
は
自
動
撮
影

カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
、
野
生
動
物

カ
メ
ラ
と
い
っ
た
名
称
で
呼
ば
れ
る
、
生

態
調
査
で
は
欠
か
せ
な
い
カ
メ
ラ
の
こ
と

で
あ
る
。
近
年
で
は
、
防
犯
や
不
法
投

棄
対
策
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
と

い
う
呼
び
方
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
の
特
徴

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
の
特
徴
は
大
き
く

三
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
人
聞
が
被
写
体
を
確
認
し

プ
口
、
タ
ク
ト
営
業
部

井

上

岡。

部
長

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
で
は
な
く
、

動
物
な
ど
の
熱
を
も
っ
動
体
が
発
す
る

赤
外
線
を
カ
メ
ラ
自
身
が
感
知
し
て
、

自
動
で
撮
影
す
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

野
外
に
設
置
す
る
だ
け
で
、
カ
メ
ラ
が

勝
手
に
動
物
を
察
知
し
て
撮
影
し
て
く

れ
る
。
た
だ
し
、
熱
の
感
知
距
離
は
カ

メ
ラ
性
能
、
あ
る
い
は
被
写
体
の
サ
イ

ズ
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
大
型
獣
で
あ
れ
ば
、

二
O
m
先
ま
で
感
知
で
き
る
が
、
タ
ヌ

キ
や
キ
ツ
ネ
に
な
る
と
そ
の
距
離
は
短

く
な
り
、
さ
ら
に
ネ
ズ
ミ
類
に
な
る
と

感
知
で
き
る
距
離
は
数

m
と
短
い
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
夜
間
撮

影
に
あ
る
。
普
通
の
カ
メ
ラ
で
あ
れ
ば
、

フ
ラ
ッ
シ

ュ
に
よ
っ
て
被
写
体
を
明
る

く
照
ら
し
て
撮
影
す
る
が
、
ト
レ
イ
ル

カ
メ
ラ
は
目
に
は
見
え
な
い
波
長
の
赤

外
線
を
照
射
し
て
撮
影

（モ

ノ
ク
ロ
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
す
る
こ
と

で
動
物
を
警
戒
さ
せ
ず
に
、
自
然
な
状

態
で
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

最
後
は
、
乾
電
池
で
稼
働
す
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
設
置
場
所
に
制

限
は
な
く
、
さ
ら
に
一
日
数
枚
程
度
の

撮
影
で
あ
れ
ば

一
カ
月
以
上
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
は
不
可
能
で

あ
っ
た
長
期
間
の
連
続
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

を
可
能
に
し
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
を
み
る
と
、
夢
の
よ
う
な

調
査
機
材
で
あ
る
が
、
気
を
付
け
な
く

て
は
い
け
な
い
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、

外
気
温
で
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
は

熱
を
感
知
し
て
作
動
す
る
カ
メ
ラ
な
の

で
、
撮
影
対
象
の
表
面
温
度
と
外
気
と

の
聞
に
温
度
差
が
な
け
れ
ば
撮
影
で
き

ず
、
ま
た
カ

メ
ラ
と
被
写

体
と
の
聞
に

ガ
ラ
ス
を
挟

ん
で
し
ま
う

と
、
熱
が
遮

断
さ
れ
る
た

め
に
撮
影
で

き
な
く
な
る

の
で
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

な
お
、
ト

レ
イ
ル
カ
メ

ラ
は
下
表
に

トレイルカメラの性能・機能

’性 自巨 機 ~m フラッシュ

－静止画撮影枚数 －静止画 ・動画 －不可視光赤外線
－動画撮影時間 －モニター有無 （ノーク口一）

トリガースピー ド －外付バッ テリ ー －可視光赤外線

－センサー有効範囲 －防水機能 （ローグ口一）

・ F.O.V（画角） －タイマ一機能 －白色 LED 
－タイムラプス機能 －スト ロポ

・通信機能

表
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示
す
と
お
り
、
機
能
・
性
能
と
も
に
多

種
多
様
な
タ
イ
プ
が
存
在
し
、
さ
ら
に

通
信
可
能
な
機
種
が
登
場
す
る
な
ど
、

使
用
用
途
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
詳
し
い
説
明
は

「ト
レ
イ
ル
カ

メ
ラ
の
選
び
方
完
全
ガ
イ
ド
」
（
宮
否
問＼＼

老
若
者
－n
F
。εロ
E
m
m
t・8
5＼貯＼
n
E店内包＼

門＼吋円山口
nmwBqmw）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い。

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た

個
体
数
推
定
の
試
み

鴫
乳
類
の
生
態
調
査
で
は
、
個
体
を

目
撃
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
種
の
存
在
を
知
る
に
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
足
跡
や
食
痕
、

糞
な
ど
の
痕
跡
の
確
認
が
中
心
と
な
り
、

高
価
な
機
材
で
あ
る
ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ

は
、
確
認
確
立
を
高
め
る
た
め
の
補
完

的
ツ

l
ル
と
し
定
性
的
に
利
用
す
る
こ



と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
高
性
能
化
、
さ

ら
に
は
価
格
も
低
下
し
た
こ
と
で
、
調

査
対
象
地
内
に
多
数
の
ト
レ
イ
ル
カ
メ

ラ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
設
置
す
る
カ
メ
ラ
ト
ラ

ッ
プ
に
よ
る
個
体
数
や
密
度
の
推
定
な

ど
の
定
量
化
の
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
信
が
可
能
な

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ

従
来
の
ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
は
、
メ
モ

リ
ー
カ

l
ド
に
画
像
が
保
存
さ
れ
る
た

め
、
カ
メ
ラ
を
回
収
し
な
い
と
画
像
の

確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
通
信
が
可
能
な
ト
レ
イ
ル

カ
メ
ラ
は
、
カ
メ
ラ
本
体
に
通
信
用
の

S
I
M
カ
l
ド
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

撮
影
画
像
は
す
ぐ
に
電
子
メ

l
ル
に
添

付
、
携
帯
電
話
の
通
信
網
を
利
用
し
て

指
定
し
た
メ

l
ル
ア
ド
レ
ス
に
自
動
送

信
す
る
仕
組
み
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

携
帯
通
話
圏
内
で
あ
れ
ば
、
日
本
各
地

に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
の
画
像
を
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
の
で
、
利
用
用

途
は
各
段
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

動
物
に
悟
ら
れ
ず
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
を
得
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
信
ト
レ
イ
ル
カ
メ

ラ
の
有
効
な
使
い
方
と
し
て
は
、
晴
乳

類
や
鳥
類
の
繁
殖
確
認
が
あ
げ
ら
れ
る
。

営
巣
期
間
中
の
野
生
動
物
は
、
警
戒

心
が
強
く
、
観
察
に
よ
る
人
為
的
ス
ト

レ
ス
を
与
え
る
こ
と
で
、
営
巣
を
放
棄

す
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
希
少
猛

禽
類
の
繁
殖
確
認
で
は
、
通
常
は
調
査

員
が
繁
殖
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
営
巣
地

周
辺
に
立
ち
入
っ
て
観
察
を
す
る
。
し

か
し
、
立
ち
入
る
限
り
そ
の
影
響
は
ゼ

ロ
に
は
な
ら
ず
、
ま
た
調
査
を
実
施
す

る
日
数
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
に
、
昼

夜
を
通
し
た
継
続
情
報
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
猛
禽
類
の
繁
殖

が
始
ま
る
前
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
信
ト

ムカクイ一フ

況
メ

r
A官
民

円

、

、

B
a

’’

t
i
v
L刀
蒙
杭

封

ル

慎

併

イ

議

カ
レ
豆
カ

タ
ト
ヲ

オ
信

時間

フ
．
通
列

ム
梼

ィ
で

タ
川
－

ル

氾
ア

1P
 

リ

S

レ
イ
ル
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
観

察
対
象
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
な

く
、
抱
卵
か
ら
阪
府
化
、
雛
の
成
長
、
巣

立
ち
ま
で
を
継
続
的
に
、
か
つ
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
リ
ア
ル
ア
イ
ム
送
信
さ
れ

る
の
で
、
関
係
者
間
で
の
情
報
共
有
が

可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
画
像
を
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
出

し
、
訪
問
者
に
リ
ア
ル
な
状
況
を
観
察

し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

植
物
観
察
と
し
て
の
利
用

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
の
機
種
の
多
く
は
、

一
定
間
隔
で
連
続
撮
影
が
可
能
な
タ
イ
ム

ラ
プ
ス
機
能
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
熱
を

発
し
な
い
植
物
で
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
遠
隔
地
に
生
育

す
る
植
物
の
開
花
状
況
や
成
長
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
、
春
植
物
の
開
花
時
期
は
短
い

た
め
に
、
通
信
機
能
を
有
し
た
ト
レ
イ

ル
カ
メ
ラ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
満
開

時
期
を
逃
す
こ
と
な
く
調
査
が
で
き
る
。

ま
た
、
開
花
状
況
が
映
像
と
し
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
受
信
で
き
る
の
で
、
こ
れ

を
ホ

i
ム
ペ

l
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、

国
立
公
園
を
訪
問
し
よ
う
と
す
る
方
々

に
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
見
ど
こ
ろ
情
報
を

配
信
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

お
わ
り
に

国
立
公
園
は
、
日
本
の
生
物
多
様
性

の
屋
台
骨
で
あ
る
と
同
時
に
、
最
も
上

質
な
自
然
と
の
と
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も

あ
る
。
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
は
、
野
生

動
物
の
活
動
を
目
撃
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
信
ト
レ
イ
ル
カ

メ
ラ
の
よ
う
な
I
C
T
・
I
o
T技
術
の

発
展
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
と
生
き
も
の
と

の
距
離
感
は
ど
ん
ど
ん
近
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な

技
術
を
活
用
し
、
国
立
公
園
の
さ
ら
な

る
魅
力
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

井
上
剛
・
い
の
う
え
つ
よ
し

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画
プ
ロ
ダ
ク
ト
営

業

部

部

長

技
術
士
（
環
境
部
門
自
然
環
境
保
全
）

生
物
分
類
技
能
検
定

一
級

（魚
類
）

日
本
大
学
農
獣
医
学
部
農
学
科
緑
地
・
環
境

計
画
学
研
究
室
を
卒
業
し
、
一
九
九
七
年
に
入

社。主
に
自
然
環
境
調
査
・
保
全
等
に
関
す
る
業

務
に
従
事
、
北
海
道
支
社
長
を
経
て
現
在
に

至
る
。

二
O
一
五
年
度
以
降
は
現
職
に
就
き
、
獣
害

対
策
製
品
な
ど
を
取
り
扱
う
ほ
か
、
外
来
種

や
獣
害
の
対
策
な
ど
に
も
携
わ
る
。

No.774/JUNE.2019 25国立公園


